
計画地

計画の概要

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

補助２０５号線
４．５～７．５ｍ

【１５ｍ】
７６ｍ －

１２ｍ ５０ｍ －

区道２９号線
４．５ｍ
【９ｍ】

７５ｍ －

区道７００号線
４．５～６ｍ
【約９ｍ】

２６ｍ －

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

1 ５０％ ４００％ ３０ｍ，６５ｍ

2 ８０％ ２２０％ １２ｍ，１８ｍ

3 ８０％ ８０％ ８ｍ

街区 建築面積

1 約２，７００㎡

2 約３９０㎡

3 約６２０㎡

建築敷地面積

1 約５，４７０㎡

2 約　　４９０㎡

3 約　　７７０㎡

都市計画決定

地区名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の
位置の限度

４５０％ ６０％ ２００％ ２００㎡ ２ｍ

２ｍ
(２街区の一部）

都市計画決定 昭和５８年３月３１日　東京都告示第３５４号

昭和５８年３月３１日　東京都告示第３６１号

３　高度利用地区

面積

西大井一丁目
地区

約０．７ｈａ

約０．４ｈａ ４００％ ８０％ ２００％ ２００㎡

建築敷地の整備

整備計画 備考

交通広場に面して広場を設ける（約５００㎡）

駐車場の台数　約６０台

約２８，５００㎡（約２１，９００㎡）

約２５０戸 約２３，３００㎡約１，１００㎡（約１，１００㎡）

約６２０㎡（約６２０㎡）

既存道路

既存道路

建築物の整備

主要用途

２ｍ

住宅、公益施設、事務所、
店舗、駐車場

店舗、事務所

駅務施設

延べ面積（容積対象） 住宅の建設目標

２　都市計画の内容

西大井一丁目地区
第一種市街地再開発事業

約１．１ｈａ

公共施設の配置
及び規模

備考

道
路

【　】内は全幅員
都市計画街路の一部拡幅

区画街路３号
都市施設として同時都市
計画決定予定約３，０００㎡の交通広場を設ける

新駅舎予定地を含む住、工混在地区を再開発することにより、駅前広場等の公共施設を整備するとと
もに、土地の高度利用を図って施設建築物を建築する。

約１．１ｈａ 鉄骨鉄筋コンクリート造

地上１８階／地下１階 最高約５２ｍ

（にしおおい１ちょうめ）

ＮＯ．２２　西大井一丁目地区（組合施行）

１　計画の概要

品川区西大井一丁目地内



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

第１街区 地上１８階/地下１階

第２街区 地上３階/地下１階

第３街区 地上１階 駐車場

事業認可 総事業費

年　　月　　日

昭和５３年１１月

昭和５６年１２月

昭和５７年４月

昭和５７年６月１０日

昭和５８年３月３１日

昭和５８年１１月１８日

昭和５９年３月９日

昭和５９年３月３１日

昭和５９年５月１４日

昭和６１年３月３１日

昭和６１年１２月１５日

建築工事着工

建築工事完了公告

組合解散

６　位置図

都市計画決定

西大井一丁目地区市街地再開発組合設立認可、公告

権利変換計画認可

権利変換期日

新駅設置を、区長期計画に位置づける

西大井一丁目地区市街地再開発基本計画（案）作成

西大井駅建設推進協議会設置

西大井一丁目地区市街地再開発準備組合設立

昭和５８年１１月１８日　東京都告示第１１８５号 約８３億円

５　経緯
内　　　　　　　　　　　　　容

２５，７７０㎡ (1)439% (2)234.6% (3)78.9%

用途

住宅、事務所、店舗、コミュニティ施設、
駐車場 住宅戸数 ２６６戸

業務施設

駅務施設 ８４台

４　事業計画の概要

６，７２０㎡ (1)51.5% (2)78.7% (3)78.9%



７　区域図

８　完成写真


